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ご報告 第 7 回滋賀テックプラングランプリで農学部植物⽣命科学科 塩尻 かおり教
授が「最優秀賞」と「SHIGA（滋賀）賞」をダブル受賞されました！！ 

 
 7 ⽉ 9 ⽇(⼟)⼤津プリンスホテルで開催された、滋賀発成⻑産業発掘・
育成コンソーシアムが主催する第 7 回滋賀テックプラングランプリで、
農学部植物⽣命科学科 塩尻 教授が「最優秀賞」と「SHIGA（滋賀）賞」
をダブル受賞しました。 
 滋賀県内の理⼯系⼤学や第⼆創業を⽬指す企業から応募があり、書類
選考を通過したファイナリスト 9 チームが最終選考に進みました。チー
ム「植物の能⼒を⽢く⾒るな！」（塩尻先⽣）は、「匂いを介した植物間
コミュニケーションを農業へ」というテーマで、“植物が被害を受けたと
きに出す匂いが、隣接する植物の防衛を⾼める（植物間コミュニケーシ
ョン）という現象を農業に活⽤する”とプレゼンテーションした結果、最
終審査でダブル受賞となりました。 

お知らせ 「100 地点環境 DNA 調査『びわ湖の⽇チャレンジ！みんなで⽔を汲んで
どんな⿂がいるか調べよう！』」を 7 ⽉から実施しています！ 

 
⿓⾕⼤学・滋賀県共催「びわ湖の⽇滋賀県提携 ⿓⾕講座」に先⽴ち、⽣物多様性科

学研究センター（センター⻑：⼭中 裕樹 先端理⼯学部准教授）が、「100 地点環境 DNA
調査『びわ湖の⽇チャレンジ！みんなで⽔を汲んでどんな⿂がいるか調べよう！』」を 7
⽉から実施しています。 

これは、滋賀県との共催によりスタートした年に 1 度の全県⼀⻫調査で、市⺠参加に
よる環境 DNA 分析を⽤いた観測としては、国内最⼤規模です。ほぼ等間隔に琵琶湖の湖
岸線を 100 区画に区切り、⼀般市⺠や市⺠団体（⾃然観察クラブや環境保全団体）、地元

企業の有志に参加してもらい、8 ⽉に⼀⻫調査を⾏う予定です。 
この市⺠参加型の調査は、沖合ではなく岸辺だけに調査範囲が限られますが、⿂類の分布調査をこれだけ多地点で毎年

⾏うことは他の⼿法では困難であり、本調査データは科学的にも⾏政にとっても貴重なデータとなります。 
調査結果は、10 ⽉〜12 ⽉に計 3 回実施する「びわ湖の⽇滋賀県提携 ⿓⾕講座」の 12 ⽉開催⽇に報告します。 
このような活動を通じて、引き続き、SDGs が掲げる海や陸などの環境保全に寄与する取組を進めていきます。 

ご報告 京
み や こ

カレッジ「祇園祭と京都 -祇園祭を多⾓的に検証する-」全講義が終了
しました！！ 

 
 
 
 
⼤学コンソーシアム京都では、⾼度化・多様化する社会⼈の学習ニーズに応える⽣涯学習事業として、参画⼤学・短期

⼤学等による特⾊ある授業科⽬や公開講座を提供しています。⿓⾕⼤学では、これま
で市⺠教養講座「京都⼒養成コース」に、祇園祭に関する講座を提供してきました。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、2021 年度はオンラインでの開講を余儀
なくされましたが、今年度は感染状況等を⾒据えながら、3 年ぶりに対⾯で開催しま
した。⼀般公募により集まった 20 名の受講⽣に対し、講師として聖護院⾨跡御⾨主 
宮城泰年先⽣を始め、⻘蓮院、神泉苑、⼋坂神社など祇園祭に所縁のある⽅々に講義
をしていただきました。 

全 6 回の最終回として、国際学部 泉先⽣によるフィールドワークが 7 ⽉ 14 ⽇
(⽊)に⾏われました。当⽇は時折⼩⾬が降る中ではありましたが、参加者は祇園祭に
関する解説に⽿を傾けながら、鉾町を肌で感じておられるようでした。 
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ご報告 2022 年度第１回 REC BIZ-NET 研究会「“評価は開発の羅針盤” 最新の
原⼦レベルの計測技術とその応⽤例」を開催しました！！ 

 
6 ⽉ 22 ⽇(⽔)、2022 年度第 1 回 REC BIZ-NET 研究会「“評価は開発の羅針盤” 最新の原⼦レベルの計測技術とその応

⽤例」をオンラインにて開催しました（ライブ配信）。 
今回の BIZ-NET 研究会は、原⼦間⼒顕微鏡や⾛査プローブ顕微鏡による原⼦レベルの計測技術の研究を進めている⿓

⾕⼤学の教員と、半導体や燃料電池をはじめナノマテリアル材料などの原⼦レベルの分析を⾏っている企業による講演で
した。 

先端理⼯学部電⼦情報通信課程 宮⼾ 祐治 准教授は、「原⼦間⼒顕微鏡の基礎とその最新展開」と題し、原理から材料
解析への応⽤例と、最新の研究事例として⽔和状態の解析について説明されました。 

続いて、東芝ナノアナリシス株式会社 評価解析技術センター 半導体評価試験ラボ 主務博⼠（⼯学）の鈴⽊ ⼀博 ⽒
には、「⾮破壊イメージング装置を⽤いた観察事例の紹介」
と題し、三次元 X 線顕微鏡や磁場顕微鏡を⽤いた観察事例
を複数ご紹介いただきました。 

講演の最後には、宮⼾先⽣、鈴⽊⽒がチャット機能を利
⽤し、視聴者からの質問・感想に回答、対応されました。 

今後も REC では、BIZ-NET 研究会の開催を通し、様々な
研究シーズの紹介や広報、各種企業・団体様との産官学連
携の創出を推進していきます。 

ご報告 地域連携イベント「とっとりの集い」を開催しました！！ 
 

7 ⽉ 5 ⽇(⽕)⼣⽅から、⿓⾕⼤学が包括連携協定を結んでいる⿃取県と、地域連携イベ
ント「とっとりの集い」を深草キャンパス和顔館アクティビティホールで開催しました。

当⽇は、⿃取県出⾝学⽣や⿃取県に興味を持つ学⽣や職員が参加し、宇宙エンターテイ
メント事業を⼿掛ける株式会社 amulapo 代表取締役 CEO ⽥中 克明 ⽒による「2050 年
の未来を創ろう〜⿃取県で始まる宇宙開発と宇宙ビジネス〜」と題した講演を聴講しまし
た。また、同社が⼿掛ける AR(拡張現実:Augmented Reality)⽉⾯探査プロジェクトを体
験する時間も設けられ、当⽇は参加者が専⽤のゴーグルを着⽤し、⽉⾯都市の⾵景を驚き
と共に体感しました。 

後半は、参加学⽣が３つのグループに分かれ、⿃取県関⻄本部スタッフによる進⾏のも
と、⿃取県の新しいエンターテイメント事業や観光資源などについて話し合う時間がもた
れました。参加者間の活発な意⾒交換後、各グループからまとめたアイディアが全体で発
表されました。 

対⾯での開催は 2019 年度以降、3 年ぶりに実現しました。当⽇は⽣憎の空模様でした
が、直前の呼び込みで参加する学⽣もあり、講師の熱意溢れる講演や、学年・学部を越え
た参加学⽣間のディスカッションなど、対⾯で開催することの魅⼒を改めて感じる時間と
なりました。 amulapo（アミュラポ）｜ わくわくは、宙（そら）にある。 (amulapo-inc.com)

お知らせ ８⽉・９⽉の REC の活動  

 

●８⽉１⽇(⽉)より「⿓⾕オンライン講座」2022 年度第 5 期 申込開始 

◇京七宝と世界の七宝−紀元前に⽣まれた七宝−  野村 ひろみ（有限会社ヒロミ・アート 代表取締役）           
   その他再配信を含めて、11 講座の申込を開始します。                               
●８⽉８⽇(⽉)〜９⽇(⽕) 「夏休み⼦ども理科実験・⼯作教室」開催 
●９⽉２⽇(⾦) 第 2 回 BIZ-NET web 研究会「育種の可能性を切り拓く-ゲノム解析・データサイエンス技術を駆使して-」 
               1.「品種改良のための DNA マーカー開発」 滝澤 理仁  （⿓⾕⼤学農学部資源⽣物科学科講師） 

2.「品種改良を加速するデータサイエンス」 ⼩野⽊ 章雄（⿓⾕⼤学農学部植物⽣命科学科准教授） 

宮⼾ 祐治 准教授 鈴⽊ ⼀博 ⽒ 


